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高　　橋　　庸一郎
I死意識の欠如
　神話とは前にも書いた如く「恐怖への解釈」
である。故に神話の完成とはそれら恐怖に対す
る理解であり納得である。そして人間は白然の
森羅万象にたいして様々な恐怖を抱かざるを得
ない事によって，様々な神語を生み出していく
ことになる。人間が抱く恐怖のうちで最も大き
な恐怖とは，それはいうまでもなく「死」にた
いする恐怖である。故に人間にとって「神話の
完成」とは，「死」に対する理解と納得の神話
の成立を意味する。しかし「死」についての解
釈はそれだけ独立して行われるものではなく必
ず「生（生まれる）」と一体化したものとして
考えられて行われるのである。つまり生と死は
存在と無という形で捕らえられ，生は無からの
発生，死は無への帰還である。古代人にとって
「死」前後の形ある状況はかなり強烈な認識を
持って捕らえられうるが，その後の無限大に溶
解していく無という形なき「死」という概念へ
のアプローチは極めて困難である。しかし目に
見えるものとしての一般的な意味での「生」に
対する認識はさほど困難ではない。つまり「死」
は「生」以前の状態への収束である。よって
「神話」の完成とは，「生」という始まりと「死」
という終結が，一つのまとまった部族的観念の
うちに大方の納得できる解釈として発生し，定
着したときに始めて実現する事になるのであ
る。しかし多くの場合は上記の理由によって，
「死」そのものについてはその有形的認識が困
難な為に，その神話は「生」についての神話に
よって代行されるという形でその完成が実現さ
れるのである。この「生」についての神話とは
即ち人類発生神語のことである。
　1985年に四川省社会科学出版社が出した『中
国神話資料粋編』は中国に残されている神話を
そのテーマによって分類したものである。その
分類された最初の項目は「開閥編」で，それは
更に七つに分類され，「一，造物者」，「二，盤
古」，「三，女嫡」，「四，女嫡伏義」，「五，伏義」，
「六，五神山」となっている。この造物者の中
で一番に挙げられているのは「楚辞・天問」の
最初の部分である。
　　　　日：遂古之初，堆借道之？上下未形，
　　何由考之，冥昭憎暗，雄能扱之？湾翼惟像，
　　何以枳之？明明暗暗，惟吋何カ？明ド日三合，
　　何本何化？園則九重，執菅度之？惟慈何功，
　　敦初作之？斡堆焉系？天扱焉加？八柱何
　　当？奈南何舌？九天之隔，安放安属？隅隈
　　多有，堆知其数？天何所沓，十二焉分？日
　　月安属，列星安除？出千湧谷，次干蒙氾，
　　白明及晦，所行几里？夜光何徳，死則又
　　育，蕨利堆何，而願菟在腹？女岐元合，夫
　　焉取九子？伯彊何赴？恵汽安在？何圏而
　　晦？何ヲ干而明？角宿未旦，曜艮安藏？
　　（あ・，昔むかしのこの世の初めのことを，
　　一体誰が伝えてそれをいったというのだ。
　　天も地も未だ形がないというのに，一体何
　　によってそれを考えたというのか。暗きも
　　明るきもただぼんやりしているだけという
　　のに，一体誰がそれを極めることが出来た
　　というのか。あらゆるものの形がはっきり
　　していないというのに，一体どうしてそれ
　　を知ることが出来たのか。明るきと暗きは
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　　一体いつ分かれたのか。陰陽が交わってこ
　　の世にあるものがすべて生まれでたのは，
　　それはどういう根拠によって何から変化し
　　たのか・天は九層から出来ているが，それ
　　は一体誰が測ったのか。それはどんな力に
　　基づいて，誰が始めて作ったのか。天をめ
　　ぐらせる回転軸はどこに繋げられ，天の中
　　心を支える柱はどこに立てられているの
　　か。八本の柱はどこにあり，東南に何故欠
　　けているのか。九層の天の境は，どこにあ
　　ってどこに属しているのか。天の奥まった
　　ところや曲がった所も多いに違いないが，
　　その数を一体誰が知っているというのか。
　　天の範囲はどこからどこまでで，それがど
　　こで十二に分かれているのか。日月はどこ
　　に続いて，連なる星はどこに繋がっている
　　のか。湯谷からでて，蒙氾に宿り，明るき
　　から暗きに及ぶのは，一体何里行くことに
　　なるのか。夜光るものが何の徳があって，
　　死んでもまた育っていくのか。一体何のい
　　いことがあって，兎がその腹にいるのか。
　　女岐は結婚もしていないのに，どうして九
　　人の子供をもうけることが出来たのか。伯
　　強はどこにいて，それをいやす恵気はどこ
　　にあるのか…　　）
　この詩そのものは神話ではないが裏に神話的
裏付けがあることを示唆するものではある。そ
してこの一番始めの部分は天地の創造ではない
が天地の創生である。この創生した天地の問に
神が現れたというのはよくあるパターンであ
る。しかし此処では「九重」「八柱」「十二分」
などかなり具体的な・数字がでており，またその
中には陰陽思想に基づいたものと思われるもの
もあり，全体としてはかなり後代，大体戦国期
の中期か末期ぐらいにでてきたものと思われ
る。また「湯谷」「蒙氾」などは「陽谷」『腸谷」
と同じもので『尚書・尭典』『准南子・天文訓」
『説林訓』などにも出てくるものである。これ
らも恐らく戦国中期から末期にかけて華南・華
中から中原にかけて広がってきた語に違いな
い。またそのあとの兎が月にいるという話や疫
病の神の伯強も恐らく南方系のものであろう。
ただ女神の女岐は北方系の女蝸とその名称がよ
くにているところを見ると，中原から伝来した
もので北方では非常に重要な役割を演じている
女嫡も此処ではわずかに一言言及されているに
過ぎない。このあと「天問」は嫌，禺，尭，舜
についての洪水神話などに展開していくのであ
るが，いずれにしても此処には天地の創生はあ
っても人類の創生はない。また前掲諸書のうち
で次に掲げるのは，今し方言及した『准南子・
精神訓』である。
　　　　古未有天地之吋，惟像元形，窃窃冥冥，
　　芒藏漠閃，瀬濠鴻洞，莫知其n。有二神混
　　生，祭天菅地。孔乎莫知其所終扱，酒乎莫
　　知其所止息。干是乃別光明旧，萬光八扱；
　　剛柔相成，万物乃形；煩汽光虫，精汽均人。
　　（高誘注：二神，明阻之神也。混生，倶生
　　也。）
　　（昔むかし天地が未だ分かれていないとき，
　　あらゆるものには形がなく，ただただ真っ
　　暗闇で，薄ぼんやりとしていて，捕らえど
　　ころがなく，ものの始まりも終わりも解ら
　　なかった。そこに二人の神が入り交じって
　　生まれでて，この天地をうまく動かしてい
　　た。この天地はまさしく荘漢としていてそ
　　の涯はどうなっているのか解らなかった
　　し，またその天地は波のように渦巻き続け
　　て止まるところを知らなかった。そこで陰
　　陽が分かれて，八極が分離し，柔剛が出そ
　　ろって，始めて万物が形を為し，細かくて
　　雑多な気は虫となり，優れた気は人問とな
　　ったのである。）
　此処では，混沌の中から二神が生まれ，天地
を経営し，その中から陰陽，八極，剛柔，そし
て万物，虫，人が生まれたとしている。つまり
此処には天地の創生と人類の創生がある。次に
盤古について見てみると，『芸文類従』所引の
『三五暦記』に，
　　　　天地澤沌如唱子，盤古生其中。万八
　　千歩，天地ヲ干辞，阻清杓天，明洩カ地。
　　撞古在其中，一日九変，神干天，塁干地。
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　天日高一丈，地日厚一丈，盈古日長一丈，
　如此万八千夢。天数扱高，地数扱深，撞古
　　被長。后乃有三皇。数起干一，立干三，成
　千五，盛干七，処干九，故天去地九万里。
　　（天地は混沌として鶏の卵のようであった，
　　盤古はその中に生まれた。一万八千年経っ
　　て，天地が分離して，明るくて清らかに澄
　　んでいる方は天となり，暗くて濁っている
　　方は地となった。盤古はその中にいて，一
　　日に九変し，天には神であり，地には聖で
　　あった。天は一日に一丈ずつ高くなり，地
　　は一日に一丈ずつ厚くなり，盤古は一日に
　　一丈ずつ成長し，かくして一万八千年たっ
　　た。天の高さは極めて高く，地の厚さは極
　　めて深く，盤古は極めて背が高かった。後
　　になって三皇が生まれでた。一から始まっ
　　て，三となり，五に盛り上がって，九にと
　　どき，こうして天と地の間は九万里となっ
　　たのである。）
　此処にも天地創生の物語があって，盤古の創
生がある。此処の表現だけでははっきりしない
がこの盤古が天地の基になっているようであ
る。また『緯史』所引の『五運歴年記』にも盤
古が登場し，
　　　　元汽濠鴻，萌芽藍始，遂分天地，肇立
　　乾坤，倉明感阿，分布元汽，乃孕中和，是
　　力人也。首生盆古，垂死化身：汽成夙云，
　　声光雷建，左眼光日，右眼カ月，四肢五体
　　光四被五岳，血液力江河，筋豚カ地里（理），
　　肌肉灼田土，笈髭光星辰，皮毛光草木，歯
　　骨光金石，精髄光珠玉，汗流光雨澤，身
　　之渚虫，因夙所感，化光黎田亡。
　　（元の気は荘洋として捕らえどころがなか
　　ったが，それが開け始めて，遂に天と地に
　　分かれ，始めて乾坤が立ち，陰を開き陽を
　　感じて，元の気が分かれ散らばって，内部
　　で中和したのが人間である。初めに盤古が
　　生まれたが，その身が死に瀕したとき変化
　　して，気は風や雲となり，声は雷となり，
　　右の目は月となり左の目は日となった。ま
　　た四肢五体は四極五岳となり，血は河とな
　　り，筋や脈は地理となり，肌や肉は畑や土
　　となり，髪の毛は星となり，皮膚の毛は草
　　や木となり，歯や骨は金属や石となり，精
　　髄は珠玉となり，流れる汗は雨や澤となり，
　　身に付いた諸々の虫は，風に感じて，民草
　　となった。）
　盤古の遺体が，天上地上に存在する万物，生
存する生き物の基になっているとされている。
またこれとほぼ同様の事が『広博物志』所引の
『五運歴年記』にも載せられている。
　以上が中国の古代文献に残されている天地創
生創造の有り様である。この書はこれらの他に
『山海経』『神異経』『太平御覧』『太平広記』所
引の『玄中記』や『梁四公記』，『水経注』『捜
神記』『述異記』『路史』などを多く引くが，そ
れらは時代的に相当降る時期のものとも考えら
れるので此処では取り上げないことにした。以
上から解ることは，中国の神話では天地宇宙の
存在には，もともとの無という状態から天と地
が分かれた，というのと，盤古の遺体から生ま
れたというのと，二つの種類があるということ
が解乱しかしこの二者の間には殆ど何のつな
がりもなく，地域的にいっても南方と中原とい
う風に大きくかけ離れている。また時代という
点から想像してみるに盤古の話しは，『楚辞』
や『准南子』よりも，内容的にもっと降るよう
に思われる。中国古代神話の中で最も多くの活
躍の場を持つ伏義と女蝸は天地の創造，創生神
話には殆ど関わってはいない。次ぎに「造人」
の項を見ると，
　　　　黄帝生明阿，上群生耳目，桑林生腎手，
　　此女姻所以七十化也。（高誘注：黄帝，古天
　　神也。始造人之肘，化生腓日。上餅，桑林，
　　皆神名。女娚，王天下者也。七十変造化，
　　此言造化治世非一人之功也。）
　　　　　　　　　　一《准南子・悦林篇》
　　　（黄帝は陰陽を生み，上騨は耳目を生み，
　　桑林は腎手を生む。此女嫡の七十を以て化
　　する所なり。〈高誘注：黄帝は古の天神な
　　り。始めて人を造るとき，化して陰陽を生
　　む。上騨，桑林，皆神の名。女蝸，天下に
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　　王たる者なり。七十たび変わり造化す。此
　　れ造化治世が一人の功にあらざるをいうな
　　り。〉）
　とあり，また『太平御覧』所引の『風俗通』
に，
　　　俗悦天地升蹄，未有人民。女婦按黄土
　　作人，刷努，力不暇供，乃引蝿干垣泥中，
　　挙以光人。故富貴者，黄土人也；貧賎凡庸
　　者，垣人也。
　　（俗にいわれている事であるが，天地開閥
　　の時この世に未だ人問がいなかった。女
　　嫡は黄土をこねて人間を造った。しかし一
　　生懸命造っても造り切れなかったので，紐
　　を入れた泥の中に縄を浸して，それから引
　　っ張り挙げて人を造った。故に富貴なる者
　　は黄土で造られた人問で，貧しく賎しく凡
　　庸なる者は紐で出来た人間である。）
　とある。しかしこの二つは内容的に見て全く
関係がない。『風俗通」とは後漢の王召が撰した
『風俗通義』のことで，『准南子』は前漢の前期
の時代であるから年代的に見ても隔たりがある。
　以上見てきたように，中国神話に於いては，
天地創造神話にしろ，人類創生神話にしろ，こ
れらは少数のものが時代的にも地理的にも，そ
して内容的にも互いに関係なくバラバラな形で
各書に散在しているのが解る。
　宇宙天地の創造は決して人問に取って身近な
ものではないので神話としての成立も，その順
序からいえば恐らく神話成立時期のうちの後期
に当たる時期に成立したのであろう。また人間
の発生についても，これはその認識としては場
合によっては相当に深い哲学的思索を伴わざる
を得ないものであるから，やはりこれもどちら
かといえば，その成立もかなり後になるものに
違いない。そして本来なら，この両者の成立は
既にそれまでに存在している多くの神話が時の
政治権力の思惑の必要性によって，整理統合さ
れる時期に重なってくるはずのものである。な
ぜならこの整理統合を実現するにはどうしても
「人間」の始まりと終わりが完備している事が
必要であり，その事がその場合の政治権力の支
配の正当性を証明する重要な要素の一つだから
である。但しその「終わり」については，さき
に書いたようにその認識の困難さの為に，「始
まり」に依って代行されてしまうことになる事
が多いのである。ところが「中国神話はその統
合と整理の時を逸してしまった」事は前稿で述
べた通りである。そうすると上記二種類の神話
がそれぞれの中で，両者が互いに全く有機的つ
ながりを持っていないのはこうした理由による
ものであるということが解る。
　さてそこでこの統合的「始まり」のない中国
神話の存在は何を意味するかを考えてみたい。
統合的始まりがないという事はつまり統合的終
わりがないという事を意味しているのではない
かということである。ということは即ち古代漢
民族の神話的観念の中では，また風俗的観念の
中では，つまり古代漢民族の全生活的観念の上
では，という事になるのであるが，人間の終結，
即ち「死」についての観念が欠落しているとい
うことを意味しているのではないかと考えられ
るのである。もしそうであるとすれば，古代漢
民族の持つ「死」に関する認識には四種類があ
ると想定される。その一つは，生と死は同じも
ので死の後も生前と同じような生活が，この世，
とあの世というその場所は異なっても，維持さ
れるものと考える。二番目には，ひょっとした
ら人問は永遠に死ななくてもすむのではないの
ではないかという観念を持つということであ
る。そして三番目には，人間は死後人間以外の
存在に姿を変えてこの世にいき続けるのではな
いかと考えることであり，更に四番目としては，
無に帰る，つまり生以前に還るという観念であ
る。この四番目の観念こそ，いままで漢民族の
民族意識の中でもっとも欠落しているものとし
て述べてきたものである。ただこの観念は他の
三つの場合と比べて「死」についての極めて素
直な容認であり，享受である。この容認と享受
の後どうなるかは宗教の問題であり，此処では
とりあえず漢民族の「死」に対する非容認と非
享受が他の三つの観念に，漢民族の死の意識を
収鮫させてきたのであると考えるのである。そ
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こでいま一番目の観念を生死同質観と名付ける
と，この観念の存在を証明するものは中国にい
まなお残されている遺跡に数多く見ることが出
来る。例えばそれは，秦始皇帝陵であり，明の
十三陵の一つ定陵などである。秦王政はこの世
で獲得し得た権力と軍事力をあの世でも維持し
発揮すべく，この世でその現実の権力の座につ
いた瞬間から，膨大な人力と財カを投入して，
騒山の麓の地下に，現在兵馬備博物館として展
観されている，一大陶器兵馬軍団を造ったので
あった。当時はその周辺の地上にも壮大な宮殿
を模した多くの建造物が建てられていたとい
う。これらは単なる権力の象徴，武力の誇示と
して建造されたにしてはあまりにも膨大に過ぎ
るものである。秦王政の頭の中には恐らく，実
際にあの世で三軍を指揮する自分の勇姿が確固
として存在していたに違いない。また定陵の地
下宮殿も，いまは内部に置かれていたものはす
べて取り出されて他所に移されていて，壮大で
はあるがいかにもガランとした大きな墓室に過
ぎない。しかし発掘された当時は金銀の多くの
調度品が燦然と光り輝いて，現実の宮殿の内部
さながらであったに違いない。此処には武力，
軍事力を表す遺晶は見られないが，皇帝の生前
の宮殿での豪審な生活がそのままこの地下で即
ちあの世で続けられるように配慮されていたの
である。中国の歴史上の権力者やそれに繋がる
王侯貴族達の陵墓にはこうしたものが極めて多
く，現在未だ発掘されていないものの中にもこ
れらに類するものはまだまだ多数存在するに違
いない。これらはすべて漢民族の「生死同質観」
によるものと考えられる。
　漢民族の死についての二番目の「ひょっとし
たら人間は死ななくてもすむのではないか」と
いう観念は「不老長生思想」と名づけられよう。
生死同質観に基づく陵墓造りは，権力や財力を
持たない一般庶民に取ってはそう簡単な事では
ない。そこで彼らはむしろこちらの「不老長生」
の実現のための生活志向に傾斜していく事にな
る。勿論これは庶民層にのみ魅力あるものであ
るばかりでなく，当然権力上層階級にも，飽く
ことなく追求される事になるのである。
皿漢民族の神仙，漢方，健康法
　不老長生は老子，荘子に始まるいわゆる「老
荘思想」として理解されていることが多い。し
かしこうした永遠の生命はもともと漢民族のみ
が追い求めたわけではなく，この世に生を受け
たすべての人問，民族が希求したことである。
ただ漢民族の場合は，生死双方の開始と終結を
観念の上で獲得する事が出来なかったために，
秦代以降急速にこの思想が広がっていくことに
なったのである。本来老子の思想は無為自然で，
その書の中で老子がたびたび母と赤子を例に出
して述べている如く，母の胸に抱かれる赤子の
ように無為であれば自然は母のように人問を包
み込んで，自然と人間は一体となりそれこそが
人の最も理想的な状態であるというのである。
この無為の思想はやがて，法の下では人はその
法を越えない限り無為で存在することが出来，
また為政者も法を天網として掲げておけば，そ
の範囲内での人の行動を無為のうちに容認する
事が出来るという所から，法家の思想に繋がっ
ていくのであるが，他方では無為が現実の権力
支配の世界からの絶縁という形で，隠者，狂簡
を生み，また白然との一体状況に身を置くとい
う所から，いわゆる仙人という観念上の存在を
生み出すことになるのである。秦王政即位二十
八年に，徐市（福）の，海中に三つの神山があ
り，そこに仙人がいるから，それを探しにいく
との言を容れて，童男童女数千人を出して海上
に仙人をもとめさせたというのはその典型であ
る。この他にも秦王政は三十二年に，韓終，侯
公，石生などに仙人の不死の薬を求めさせたり
もしている。しかしこの段階では秦王政は強大
な権力を持ちながらも未だ万人の持つ「永遠の
命」への希求と同質のものであったに過ぎない
かもしれない。しかしこれ以後の多くの皇帝達
が丹薬という名の水銀を調合した仙薬を飲ん
で，性格破綻者になるか，命を落としているの
をたどってみると，やはり昇仙へのあこがれは
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漢民族としては抜きがたいものであったに違い
ない。ただ始皇帝の場合はやはり「生死同質観」
の方が魅力あるものであったのであろう。
老子を始祖とする道家思想は，『列子・黄帝編』
などに取られた黄帝の長生術などと結合し，ま
た法家の思想などとも結びついて，黄老思想へ
と発展していくことになる。『風俗通義・怪神
類』，『神異経』，『別国洞冥記』，『述異記』など
がその表れである。漢の孝元皇后の甥で，平帝
の時に帝を斌して揺子嬰を立て，遂に漢位を纂
奪して新を国号とした王葬も太一，黄帝に倣う
としてたびたび失政を行い，多くの謀反を誘発
した。またその謀反の一つである赤眉の賊の焚
崇も自ら三老と称して，黄老・道教的信仰を伴
っていた節がある。また後漢の張陵の立てた五
斗米道は明らかに道教の一種であるし，三世に
わたって力を維持し得た。更に後漢末の黄巾の
乱党は霊帝の時，張角とその一派が黄老を奉じ
て，符水の呪を以て病を平癒させしめるといっ
て，太平道と号したがこれも黄老思想に基づい
た道教の一種である。
　六朝時代，晋の葛洪の著した『抱朴子』は当
時の神仙家の森羅万象，そして生死に対する認
識，観念をほぼ完全に近い形であらわしている
と見ていいであろう。
　　　　久実有生最露莫過乎人貴性之物宜必鈎
　　而其賢愚邪正好醜脩短清濁貞淫緩急遅速趨
　　捨所尚耳目所欲其為不同巳有天性之費氷炭
　　之乖夷何燭怪仙者之異不興凡人皆死乎
　　（この世に生き物があらわれてから久しい
　　が，その最も賢明なものは人に勝るものは
　　ないであろう。人間という貴い性を持つも
　　のは当然すべてにおいて鈎質であるはずで
　　はあるが，しかし実際は，その賢愚，邪正，
　　醜美，長短，清濁，貞淑と淫乱，緩急，遅
　　速，心の赴く所と，乖離する所，耳目の好
　　むところと，為さんとする所は同じでない。
　　天が与えてくれた才能はそれぞれ氷と炭ぐ
　　らいの差がある。どうして仙人だけが普通
　　の人間が死ぬというのと異なっていないと
　　いえるのか。）
　『抱朴子』は他の神仙の書と違って，非常に
論理的で説得力がある。六朝期にこれほど広範
囲に神仙思想が漢民族の問に行き渡り，またそ
の後の中国の王朝のめまぐるしいほどの交替に
も関わらず，神仙思想が極めて長期にわたって
その命脈を保ちつづけることが出来たのは，恐
らくこの六朝期の神仙思想の論理的展開がその
礎を築いた為であろう。この他六朝期に成った
神仙に関する書は非常に多い。葛洪の『神仙伝』
を初め，いわゆる六朝志怪小説といわれている
ものの中には多くの神仙説話・伝説が含まれて
いる。『史記・留侯世家』に，「願棄人問事，従
赤松子遊耳」とでてくる赤松子も「索隠」では
「神農時雨師，能入火白焼」とあって，雨の神
であるが『列仙伝』では毘嵜山に登り西王母の
石室に止まって仙人となり，風雨に従って山を
上下し，赤松子を遣ってきた炎帝の娘もまた仙
人になって二人とも姿を消した，とある。また
周の霊王の太子晋も『列仙伝』では，鳳風の鳴
くような音色で笛を吹くのがうまく，三十年問
崇高山に登って修行し，その後白い鶴にのって
家人の前に現れ，数日して飛び去ったという，
これが仙人王子喬であるという。という訳で，
太子晋が仙人に成ったのもやはり『列仙伝』か
らである。更に『史記・楚世家』に「陸終生子
六，三日彰祖」とされている長寿の彰祖は，
『神仙伝』『列仙伝』に名を連ねられて以降，れ
っきとした仙人と考えられるようになった。
　これら仙人は漢民族の単なるお伽噺の中でお
もしろ楽しく活躍する主人公として作られたわ
けではない。そこには「死」の円満な完結を果
たし得なかった漢民族の白己の行く末の姿が投
影されているのである。
皿漢方と養生術
漢民族の「人問はひょっとしたら死ななくて
もいいのではないか」という観念から生まれた
ものに漢方と養生術がある。
　『抱朴子』の中にも多くの丹薬，仙薬が登場
し，それらの作り方が明示されているものもあ
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る。『楚辞』で，屈原は様々な香り草を身につ
けることによって，身と心とを清らかに保とう
としている。いわゆる漢方の発達は本草学の発
展と一体を為すものであろう。梁の七録に『神
農本草』が著録されるが，これは恐らく後漢時
代に作られたものであろうといわれる。漢代に
は既に『傷寒論』や『金置要略』が書かれてい
るから，屈原以降本草学的なものから病理論的
なものまで漢代に至るまでに漢方の基礎はある
程度まで出来ていたものと思われる・しかし漢
方が実際に発展するのは，唐代に『黄帝内経』
に注が付けられたり，『霊枢経』『難経集注』
『脈経』などが世にでるようになってからであ
ろう。また本草も梁の陶弘景が本草の『別録』
で注を施し，唐の高宗が「唐本草」を造り，ま
た陳蔵器が『本草拾遺』などを作ってから本草
学もおおいに盛んになったのであろう。
　しかしいずれにしても，このような生命維持
の為の学問の発展は，抱朴子がその書の中で，
　　　　若夫仙人以薬物養身以術藪延命使内疾
　　不生外患不入難久視不死而婆身不改荷有其
　　道無以爲難也而淺識之徒拘俗守常成日世間
　　不見仙人便ム天下必無此事
　　　（例えば仙人などは，薬物で体を養い技術
　　で寿命を延ばし，内部疾患が起こらぬよう，
　　外界からの害が身に入り込まぬようにす
　　る。いつまでも死なずにいるが，それも若
　　いときの体のままである。此はその遣を会
　　得さえすれば，難しいことではない。而る
　　に知識浅薄な人々は，俗世間の常識に捕ら
　　われている。皆が「世間で仙人を見たこと
　　がない」といえば，すぐと，「天下に仙人
　　は絶無だ」と断定してかかる。）［本田済・
　　沢田瑞穂・高馬三良訳『抱朴子　列仙伝
　　神仙伝　山海経』平凡社版，中国の古典シ
　　リーズ4］
　といっているような考え方がその基本にある
からである。更にこうした考え方は，体内の病
いの原因に対する対策としての治療や内服薬が
施されたばかりでなく，身体の外からも同じよ
うな対策が施されるようになったのである。そ
れが養生術である。現代の太極拳や気功に相当
するような身体強壮運動のようなものは，既に
漢代の墓の中から詳細な解説図解が出土してい
る。中国文化としては医食同源であらゆる食べ
物が医術的な効果の上から選択されていて，と
りわけ中国の酒は，殆どが滋養強壮薬酒として
の効力を期待されて飲まれているように，中国
のいわゆる芸としての武術も殆どこの身体強壮
運動として生まれ発達したものと考えられる。
春秋時代，快楽主義を唱えた文子は，肉体的壮
健さなしでは快楽を享受出来るはずがないとい
うところから，恐らく彼は確かに中国養生家の
創始者の一人に違いない。
　次に，「人問は死後，人間以外のものに姿を
変えて存在し続けるのではないか」ということ
については，前稿で詳しく取り上げた通りであ
る。つまり「人間以外の存在」とは即ちそれが
「鬼神」であり，「神魔」であり，要するに「怪
なるもの」である。
　此処まで見てくるとよく解るように，実は
「生死同質観」も，「死ぬ事なく生き続ける」と
いう「神仙思想」も，「漢方・養生思想」も，
死後に於ける「鬼神」の思想も，その根っこは
同じものである。つまり此処には漢民族の「不
老長生」「不老不死」，「永遠に生き続ける生命」
への四千年にわたる飽く事のない，倦む事のな
い強烈なる執念を見ることが出来るのである。
更にその源は神話の未体系化，未整理に依る所
の生死神話の欠如にあると考えられるであろう。
v漢民族の無宗教性
全体的に見て，漢民族にとって宗教は意味が
ない。その事について述べる前に，宗教とは何
かという事を簡単に定義しておく必要がある。
この定義については多くの議論があるに違いな
いが此処では，極く解りやすく，「宗教とは，
人間の死後のあり方，つまりこの世とは全く次
元の違うあの世での人間のありかた，或いは人
間の死後のあの世での救いについて教え説くこ
とによって，この世での人間の生活を律してい
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くもの」とでもしておく。中国の代表的な宗教
は一応儒教，道教，仏教，キリスト教などを挙
げることが出来る。しかし儒教は孔子廟の存在
や宗教儀礼の実施などから，論者に依っては此
処に挙げたように宗教の一種と見る見方もない
ではないが，上に掲げた定義からすれば純粋な
意味での宗教には入らない。儒教は死後のあの
世での人間のあり方よりも，この世での上下左
右の互いの人間関係のみを律してきた。儒教が
宗教であった時代も勿論あった。それは儒者の
成立が，「儒」字の甲骨文字的解釈から，雨ごい
の踊りを表したものであり，いわば天と人との
媒介者であった時代があったものと想像される
からである。しかしこれもシャーマン的霊媒と
しての存在であって，決していまいう所の宗教
上の教義やあの世観を持っていたわけではない
から，この点でも宗教には当てはまらない。ま
た『史記・孔子世家』にある，「孔子…　其先
宋人也，日孔防叔。防叔生伯夏，伯夏生叔梁乾。
乾与顔氏女野合而生孔子，祷於尼丘得孔子。」，
という所から孔子は「野合」すべき階層に生ま
れ，また「孔子世家」の「常陳姐豆設礼容」の
所から死者を弔う役割を担った職業であったと
するも，それとて儒教が宗教であったと証明す
るには足らない。以降儒教はむしろ儒学として
中国の権力側の世界，つまり表の世界の規範と
して，道徳教指の道を歩んできたのである。
　道教は様々な要素が入り組んだ，信仰上も多
面的な宗教と言えるであろうが，いま此処でそ
の本質を明らかにする余裕はない。しかし総体
として言える事は，道教は現世御利益を基盤と
して成り立っている宗教と言えるであろう。道
教の寺，道観で人々が祈ることは，発財（お金
儲け）とまさしく不老長生・不老不死である。
これは先に挙げた定義の意味からは宗教といい
がたい。
　中国で上代から最も浸透したものは恐らく仏
教であろう。唐の時代から長安や山西省の五台
山などに多くの寺院が建立されたし，内モンゴ
ル，チベット，雲南省の各都市に点在するラマ
仏教や小乗仏教の寺寺，その数は無数と言って
もいいくらいである。また歴史的な仏教遺跡に
至っては，竜門，大同，敦煤を初めとして，ト
ルファン，クチャ，など辺境の地の遣跡は数え
切れない。それ程仏教は歴史的にも中国では広
大な範囲にまで信仰されたのである。しかしこ
れらはよく考えて見る，とそれらの寺院や仏跡
の殆どは，漢民族地域ではなく，異民族地域に
ある。という事は，歴史的に仏教は少数民族の
中に浸透したのであって，漢民族の間ででの信
仰は寧ろ少なかったのではないかと考えさせら
れる。現在漢民族地域にある仏教寺院の多くは
非常に道教化されている。よってそこに詣でる
善男善女が祈るのはやはり発財であり不老長寿
である。その意味からいえば中国で仏教が，漢
民族の間に，民間普遍の信仰として定着した時
期というのは結局なかったのではないかと思わ
れるのである。同じ意味でキリスト教も中国に
根を張るということはなかったのである。
　漢民族は深い宗教的信仰は持ち得ない。漢民
族は宗教的民族ではあり得ない。ということは，
実はこの第三節に入る前の論述でもう既に明ら
かな事であったのである。「死」を総体として
受け入れる事のない民族が宗教を受け入れるこ
とのないのは理の当然な事なのである。
V余論
　神話というのは一つの幻想である。そして普
通ならば一つの民族が共同して受け入れる事の
出来る共同の幻想なのである。その点では宗教
は，それを信じるものにとっては幻想とは言え
ないかもしれないが，それを信じるもの同士の
間ではともに受け入れることの出来る一つの共
同の想念ということが出来る。いま一つの共同
体の中で神話であれ，宗教であれ，或いは一つ
の祭りのような，共同して意志を集中できる儀
礼に対する想念を共同幻想と呼ぶことにする。
大多数の民族はそういう意味での共同幻想の基
礎の上に共同社会を成り立たせている。そうで
あるからこそ人々はそうした共同社会の中で互
いにある程度心を許し合うことが出来るし，信
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頼し合うことが出来るのである。しかし以上述
べてきた論点から考えると，漢民族には殆ど共
同幻想らしきものは育つ基盤がなかったし，現
にいまなお育っているようには思えない。漢民
族は人間を超えた存在，即ち宗教的な意味での
神に現世御利益を祈る以外にその神に白己の運
命を託すということはあまりない。漢民族社会
では他者と白己との相互信頼より白己信頼のみ
の上に立った対人関係が普遍的に成立する。相
互共同の幻想がそこに介在するということがな
いからである。故にそこでは，独自性と孤立性
の強い性格が普遍的に育まれる事になる。それ
が漢民族の強靭さであると言えるであろう。
　「一人の中国人は龍であり，三人の中国人は
虫である」
　　（一介中国人是犬，三介中国人是虫）
という言葉を中国人白身の口から聞いた事があ
る。これは上に述べて来中国人意識の形成の過
程を経て来た結果としての，中国気質を言い得
て妙であると言える。対称的にさしずめ「一人
の日本人は虫であり，三人の日本人は龍である」
といえるであろ㌔非常に興味深いところであ
る。
　中国の歴史の中には時として宗教的人問が表
舞台に躍りでて来ることがある。先に挙げた五
斗米道がそうであるし，新を立てた王葬も中国
的な意味に置いて宗教者であった。また漢の武
帝時代の巫鑑の獄も些か性格は異なるが宗教観
念のなせるわざといってもいいであろう。それ
に近くは清朝の白蓮教徒の乱や太平天国なども
そうである。しかし，これらは漢民族の宗教志
向を表す事例ではない。寧ろその反対である。
日頃宗教的観念の上で共同の幻想としての神を
理解し得ない漢民族にとって，白分の能力，そ
れが体力であれ，知力であれ，を大きく超える
者は偉大なる者である。もしその「超える者」
が自分だけでなく，他の多くの人間によって
「超える者である」と認められたときには，そ
の「超える者」は白分にとって絶対者となって
しまう。そして彼に白分のすべてを託してしま
うことになる。それは一人一人の白己幻想の集
積としての「絶対的に偉大なる者」であって，
決して一民族の，或いは一つの国家全体での
人々の共同の幻想としての「絶対的に偉大なる
者」ではない。よって中国の歴史上で一世一大
の演技を演じた偉大な俳優は，その事件の崩壊
とともに，彼白身もその事件とともに崩壊し，
その理念も雲散霧消してしまうのである。中国
の歴史にはこうしたことの繰り返しが多い。
　毛沢東もこうした俳優の一人であったかもし
れない。彼は自分ではのぞまなかったのかもし
れないが，絶対多数の人々十億以上の人々から
「超えている」と思われそれら人々の運命まで
も一切を託されたのであった。そして「沈まぬ
赤い太陽」とされてしまったである。そして太
陽が沈むと同時に彼の思想はマルクス・レーニ
ン主義とのからみである程度は残ったものの，
「大きく超えた部分」は人々の心の中で崩壊し，
雲散霧消していったのであった。
　漢民族はいまもなお，神話を整理し体系化し
得なかった歴史的事実によってもたらされる宿
命から逃れられないでいるように思われてなら
ないのである。
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